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◇

実
施

日
；

１
０

月
１

６
日
( 日

) 

 
◇

参
加

者
；

栗
原

眞
行

。
茂

原
 

治
、

茂
原

 
仁

、
平

澤
 

研
、

 

正
木

勇
治

、
皆

川
 

光
、

灘
 

浩
一

、
徳

舛
弘

己
、

 

川
野

陽
平

、
南

出
昌

紀
、

部
谷

大
山

、
田

中
愛

弓
。

 

 
 

 
 

 
 

後
藤

証
厳

、
川

本
進

龍
、
戸

田
貴

進
(
以

上
葛

峰
進

龍
山

証
厳

坊
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
計

１
５

名
 

 

行
仙

宿
に

て
六

時
起

床
、

朝
食

後
、

行
者

堂
に

お
い

て
、

証
厳

坊
の

方
々

に
よ

る
峰

中
安

全
祈

願
の

勤
行

を
終

え
る

。
七

時
五

〇
分

に
栗

原
先

生
の

先

導
に

よ
り

、
医

療
法

人
や

ま
び

こ
会

・
証

厳
坊

班
、

総
勢

一
五

名
で

出
立

。

行
仙

補
給

路
下

に
置

い
て

き
た

車
を

持
経

に
回

送
し

て
く

だ
さ

る
山

彦
ぐ

る

ー
ぷ

の
方

々
に

見
送

ら
れ

な
が

ら
、

出
立

の
合

図
に

証
厳

坊
・

川
本

氏
が

法

螺
を

吹
い

て
下

さ
り

、
約

四
時

間
の

巡
視

が
始

ま
っ

た
。

山
上

氏
は

最
初

の

登
り

ま
で

見
送

っ
て

く
だ

さ
り

、
写

真
を

撮
っ

て
く

だ
さ

っ
て

い
た

。
 

八
時

一
五

分
、

行
仙

岳
山

頂
に

到
着

し
、

小
休

止
後

、
南

出
氏

の
エ

キ
ゾ
 

 
 

 

法
螺

を
吹

き
つ

つ
出

立
 

 
 

 
行

仙
宿

か
ら

の
最

初
の

登
り
 

行
仙

岳
山

頂
に

て
 

 
 

 
 

 
大

台
ケ

原
方

面
を

望
む
 

 
 

 

チ
ッ

ク
な

Ｍ
字

開
脚

を
拝

む
形

で
記

念
撮

影
。
 

八
時

三
〇

分
に
「

怒
田

の
宿

跡
」
を

通
過

、
朝

か
ら

ガ
ス

が
強

か
っ

た
が

、

大
台

ケ
原

方
面

の
山

々
が

微
か

に
見

渡
せ

て
い

た
。
 

途
中

、
奥

駈
道

の
尾

根
に

沿
っ

て
曲

が
る

と
こ

ろ
を

直
進

し
て

し
ま

い
そ

う
な

箇
所

に
、

栗
原

先
生

が
新

し
い

道
標

を
取

り
付

け
ら

れ
た

。
 

そ
し

て
、

栗
原

先
生

の
配

慮
に

よ
り

、
小

休
止

を
こ

ま
め

に
入

れ
て

い
た

だ
き

な
が

ら
、

九
時

四
〇

分
、

具
利

加
羅

岳
山

頂
に

到
着

し
、

近
年

に
な

っ

て
見

つ
か

っ
た

と
い

う
金

剛
童

子
像

の
あ

る
本

来
の

山
頂

で
証

厳
坊

・
戸

田

氏
の

リ
ー

ド
で

勤
行

を
し

て
い

た
だ

く
。

こ
の

日
は

終
始

風
が

冷
た

く
、

休

憩
の

度
に

寒
さ

を
感

じ
、

手
袋

を
手
放

せ
ず

に
い

た
が

、
栗

原
先

生
は
ト
レ

ー
ド
マ

ー
ク

と
い

う
半
袖

、
半
ズ
ボ
ン

で
平
気

な
ご
様

子
で

あ
っ

た
。
 

ペ
ー

ス
が
少

し
ず

つ
上

が
っ

て
き

た
の

か
、

田
中

氏
の
病
院

手
術
室
秘
話

に
夢

中
に

な
っ

て
い

た
せ

い
な

の
か

、
前

方
を
歩

い
て

い
た

方
々

を
見
失

う

場
面
も

あ
り

つ
つ
も

、
一

〇
時
二

〇
分

、
転

法
輪

岳
に

到
着

。
こ

の
道

中
の

会
話

で
発
覚

し
た

の
が

、
今

回
初

参
加

と
な

っ
た

田
中

氏
は

、
ヒ
マ
ラ
ヤ

山

系
で

の
十

日
間

に
渡

る
三
千
メ

ー
ト
ル
級

・
縦
走

登
山

を
経
験

さ
れ

て
い

る

山
の

強
者

で
あ

っ
た

の
だ

。
そ

の
よ

う
な

登
山

で
も

、
ポ

ー
タ

ー
も
雇
わ

な

い
方

に
荷
物

を
持

と
う

か
と
声

を
か

け
た

こ
ち

ら
が
恥
ず

か
し

か
っ

た
…

。
 

一
〇

時
四

五
分

、
平

治
宿

に
到

着
し

、
小
屋
前

の
丸
太

や
そ

の
周
囲

に
皆
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俱
利

伽
羅

岳
山

頂
で

の
勤

行
 

 
 

持
経

宿
・

不
動

堂
で

の
勤

行
 

 
 

 
 

で
腰

を
下

ろ
し

、
し
ば

し
休

憩
。
修
験

者
に
憧

れ
て

い
た

田
中

氏
は

、
証

厳

坊
の

方
々

と
の
話

に
大

い
に
盛

り
上

が
っ

て
い

た
。
後

藤
氏

が
中
心

と
な

り
、

毎
月

第
四

日
曜

日
に

「
文
蔵
乃
瀧

」
に

て
護
摩
焚

と
滝

行
を

さ
れ

て
お

り
、

希
望

者
は
自
由

に
参

加
さ

せ
て

い
た

だ
け

る
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
。
 

十
一

時
〇

五
分

、
中
又

尾
根

分
岐

を
通

過
し

、
十

一
時

三
〇

分
、
千

年
檜

に
到

着
し

、
無
線
機

で
持

経
宿

・
川
島
代
表

に
連
絡

。
今

回
の

巡
視
ル

ー
ト

に
お

い
て

は
、

台
風

に
よ

る
道

を
塞

ぐ
よ

う
な
倒

木
や
目

立
っ

た
崩
落

は
無

い
よ

う
に

見
え

た
。
 

林
道

に
降

り
た

と
き

に
は

山
上

氏
が

出
迎

え
て

く
だ

さ
っ

て
い

て
、
十

一

時
四

五
分

、
持

経
宿

到
着

。
す

ぐ
に

、
証

厳
坊

の
方

々
に

よ
る

最
後

の
勤

行

が
不
動

堂
に

お
い

て
厳
粛

に
執

り
行
わ

れ
た

。
そ

の
後

、
持

経
宿

で
缶
パ
ン

な
ど

の
昼

食
を

取
り

、
十
二

時
五

〇
分

に
回

送
し

て
い

た
だ

い
た

車
で

下
北

山
ス
ポ

ー
ツ
公
園

に
向

か
っ

て
出
発

。
先
頭

車
両

の
沖
崎

氏
が
転

回
し

た
瞬

間
、

そ
の
前

に
皆

川
氏

が
運
転
す

る
車
両

が
反
対

方
向

に
走

り
出

し
、

さ
ら

に
は
既

に
見

え
な

く
な

っ
て

い
た

こ
と

に
気

付
く

。
茂

原
仁

氏
が
運
転
す

る

車
両

に
乗

り
、

皆
川

氏
を
追

い
か

け
る
も

、
な

か
な

か
追

い
つ

か
ず

、
焦

り

な
が

ら
、
同
乗

者
の
各

キ
ャ

リ
ア
別

の
携
帯
電
話

を
確
認

し
て
も

ら
う
も

、

電
波

は
圏
外

。
そ

の
後

、
皆

川
氏

が
車
両

を
停

め
た

お
か
げ

で
追

い
つ

き
、

そ
こ

か
ら
引

き
返

し
、

川
島
代
表
も

途
中

ま
で
探

し
に

き
て

く
だ

さ
っ

て
お

り
、

合
流
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

い
つ
も

、
当
然

な
が

ら
携
帯

の
電
波

が
届

か
な

い
と

こ
ろ

を
走

る
が

、
複
数

台
の

車
両

で
走

行
す

る
場

合
は

、
無
線
機

が
必
要

だ
と

強
く

感
じ

さ
せ

ら
れ

た
。

茂
原

仁
氏

や
沖
崎

氏
が
乗

る
デ

リ
カ

D
5
で

は
、
林

道
を
突

っ
走

る
こ

と
も

で
き

る
が

、
私

が
乗

る
エ

ス
テ
ィ
マ

な

ど
で

は
、
追

い
か

け
る

こ
と
す

ら
で

き
な

い
で

あ
ろ

う
か

ら
。
 

下
北

山
ス
ポ

ー
ツ
公
園

で
、
私

の
車

を
回

送
し

て
く

だ
さ

っ
て

い
た
青

木

氏
と
も

合
流

し
、「
鍵

を
無

く
し

た
」
と

の
決

め
台
詞

を
い

た
だ

き
つ

つ
、
川

島
代
表

の
終
礼

を
も

っ
て

、
十

三
時

五
〇

分
、
解
散

と
な

っ
た

。
 

証
厳

坊
の

方
々

を
除

く
医

療
法

人
や

ま
び

こ
会

班
の
十

一
名

は
、
公
園
内

の
「

き
な

り
の
湯

」
に
浸

か
り

、
十

五
時

に
三

台
に

分
か

れ
て
帰

路
に

つ
い

た
。
私

が
乗

る
車
両

は
、
十

八
時

に
も

は
ら

ク
リ
ニ

ッ
ク

に
到

着
し

、
同
乗

し
て

い
た

方
々

が
各
自

の
車

で
帰

路
に

つ
い

た
。
今

回
改

め
て

、
1
6
9
号
線

を
経
由
す

る
ほ

う
が

、
1
6
8
号
線

経
由

よ
り
も
速

い
こ

と
が
わ

か
っ

た
。
 

今
回

の
道
普
請

参
加

は
、
諸
事
情

に
よ

り
二

年
ぶ

り
（
前

回
、
二

〇
一

四

年
十

一
月
二

九
日
～

三
十

日
）
と

な
っ

て
し

ま
っ

た
。
そ

し
て

、
今

回
も

い

つ
も

の
こ

と
な

が
ら

、
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
の

方
々

に
大
変

な
ご
準
備

を
強

い
て

し
ま

い
、
申

し
訳

な
い
気

持
ち

と
感
謝

の
気

持
ち

で
い

っ
ぱ

い
で

あ
っ

た
。

別
れ
際

に
沖
崎

氏
に

は
、
次

こ
そ

は
来

年
五

月
に

ま
た

来
ま
す

の
で

と
、

最

後
に

ま
た
無
理

を
お

願
い

し
つ

つ
別

れ
た

。
皆
様

に
深
謝

。
 
（

記
 

平
澤
）
 

 
 

 

証
厳

坊
の

方
々

と
田

中
氏

 
 

 
ス

ポ
ー

ツ
公

園
に

て
終

礼
 


